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エンジニアリングプラスチックとはどんなものでしょう？

エンジニアリングプラスチックとは、合成樹脂のなかでも特に耐熱性に優れ、強
度が必要とされる分野に使用できるものを言い、「エンプラ」と略されることもありま
す。

中でもポリアミド（PA：ナイロン）、ポリアセタール(POM)、ポリブチレンテフタレー
ト(PBT)、ポリカーボネート(PC) 、変性ポリフｪニレンエーテル(PPE)が5大エンプラ

として知られています。さらに耐熱性や強度を増した樹脂をスーパー・エンプラと呼
びます。

プラスチックの難燃性とは？

難燃性とは素材の燃えにくさのことをいい、電気・電
子機器のプラスチック製品については、ＵＬ94の燃焼

試験基準を使用することが一般的です。この試験はプ
ラスチック素材に着火し、下記の可燃性分類にそって
燃えにくさを判定します。

ＵＬ94の難燃性のランクは燃えにくい方から5V、V0、
V1、V2、HBにわかれています。
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それぞれのプラスチックの特性
は？

各プラスチックにはそれぞれの特長があり、それによって用途も違っています。
例として、以下に5大エンプラの概略をご紹介します。

UL 94に準拠した試験冶具例

Eilen（アイレン）：ドイツ語で急いで行くという意味
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熱可塑性樹脂：ポリアミド（PA）

フエニックス・コンタクト社製品の絶縁材質の多く
は、電気・電子分野において重要な位置を占めている
熱可塑性樹脂ポリアミドを使用しています。
ポリアミド樹脂は、高い動作温度にも対応できる電

気的、機械的および化学的特性があります。熱老朽化
に対して安定した性能があるため、短時間であれば約
200℃までのピーク温度が認められています。同時に
この素材は分子構造上の柔軟性があり、マイナス40℃
の低温域でも破損に強くなっています。また、ポリア
ミドの難燃性クラスはV0～V2です。

フエニックス・コンタクト社とプラスチック材質

全てのプラスチック材質は、長期間熱が加
わることにより熱老朽化現象がおこり、材質
の機械的、電気的性質にも変化が起こります。
フエニックス・コンタクト社では、UL 746 

B/ ANSI 746 B規格に基づくRTI値（電気的強
度、耐圧・絶縁性を基準）およびIEC 60216-
1規格に基づくTi値（20,000時間経過後に
50％減少した引張力を基準）という絶縁材の

評価基準を使用しています。
性能や評価基準が厳しく求められる産業用

コンポーネント分野においての長年の経験か
ら、フエニックス・コンタクト社では各種の
規格条件を満たし、耐久性、耐環境性にすぐ
れ、経済的で環境にやさしい素材を使用して
います。


